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び妨 串一対こ戻した様な結果を得る｡

.約2卦 lトぺ望･釈放の Li,･のlLliの示 してい叫 ,もの

は2位標を結んで其の同店方担式を求めたものである｡

'.妨3衣の結果から 9gO'noトpyrethri_ns剤は pip･'

I)tll.-pyretllrins剤の0.09..悼,cgonQl.cone/-pyl●-_.

C,tllrins剤はそれの 0.18倍の殺虫勢力を有する邸 と＼

なt),･これ等両剤加 ヒの組成では貯穀告由防除剤 とし

ての実,m性に乏しいものと考へられるofrl,?.pip･,butT

'lrL剤でも可成の殺虫力があり;前¢商 況剤や略々小間

の.劾'Jlを京す｡

' 捲 ､ 結 了

･talcを媒剤 とLpyrethrins0/05% を含和する粉

剤に共力剤として egonol,egonolcone.及び pip･

hut･を 0･86%憾 合 して灘 し対 偶 .替虫KF,･繭 を実

数室に於て立判 .のコク･}'ウに適用 したと七 ろ,ego,7

Aolは pyrethrinsに対 して殆んど共力劫火を,1.1さな

いが,egQnOIcbムC･は可成の共力効果を読したO叉pipJ.

･~40日後に於ける..F.＼増払防止に就では各薬剤 とも

可成の効力 と示すけれ ども,1 gOnOl及び egpnol′■■■

conc況剤では叔拓池姥 (Q･667%)でも増紙を仙 ヒす.

るTlfが山来なかったが,pip.I-ut.'では同⊥也腔でそ

れyJIt'全に恥 ヒする軸 叩 来たo

m.ISSのprob王t法によE)dosage･mortaliiycurve

吾 らLf.P波 死葉虫を求めて 各泥剤の効'JJを坪較 する -
と,egono!TPyreEhrjng及び cg6nolconc･pyteth-

;jns剤は火々 .pip.lJut.lPyr_ethiins剤の 0.OLI

I.LT･及び 0･lRfHY･の効力を'訳し pip･.but･単剤は肝

のJlBj'剤の略々中間わ殺出効月は 表 した｡＼

本研兜は著者が内地研究flとして威.都大学農学部に _

留学中,両大学化学研究所で行ったもので,終始別懇 ･

2.缶な紳 旨導並に御触蛇を賜?た武rzjT･三台敏捷及び大野

稔助教授に犬や解 く感謝する｡鰍 ま本研究に仲川 した

rJ･.I.,erムny11)utoxideと研究矧 まJntgrcontinentalI

In(lllStic;I1m.C･/から牌与されたものである｡
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R占sumd

･FortllepurposeO fresearcbiI一gthesynergl･:

sticactionofegonolandegonolconcentr年tC

wi叫 pyrBthrinsingr年inprotectant,the.author

prepared,llSing talcascarrleI,grain'protcT,

ct示tscont如 ni叩 Pyrethrinso･05% (usedas 一 一 ;

pyretbrl1m･po､Vder)′＼and egonolandegonoI

conc･0･8%resp冒etively,anginvestigatedthe]'r

eLrectivenessesin_thelaboratory to血dollt

lathaleffectfo:rriceweevil/(Cala占d,aony.～ae)
inunpolishedricc.EgollOl-showedhardlyany ･

signOfsynergisticactionwithpy主etJlrins.bllt

･cFOnOIconc･showedsomec_ansider叫1占eLrcct･

Aftertheterm of､40days,ofinhibitingthe .

eme.rgll】g OfFJbeetle'eachprotectantshas

I,cenpr9y edtohavecon主iderahlep-effeclivcness, -
blltinthecaseofprotectAntぐOntaining ego-

nol●andegonolcpnc･･itCouldnotprlotcctco-

mpletelytheemergingofFLbcetleleVeninits

maximum concentrationi,･e/0･667% tograin.

As'forplplrOnylbutoxide,-ritcould､protcctit

completlyinthesame､concentration･

1Tocorpparetheeffcctivcnessoreachgrain

･protectantafter10daysexposlllrefr'om thq
･.medianlathaldosecalculatedfromdo.qage一mO-

rtalitvcurveby probit.甲ethoddev(･lopcd･by

JILISS,theprotcctants'ぞgOnOIpluspyrethrins
andegonolcone.pluspyrethrinsI)avcbecn

provedtobeO･09ahdO･18tinle{aseffe占ti､,e
aspIPerOnylbutoxidepluspyrethrins;whilc･

theprotectantcontainir)gonly plperOnylhuト ､

dxidehas■beenascertainedtoha一.Cthemedillnl
hthareffect-be'tween､tr･eいVo･

A ConsiderationoLtheEffectiv占cdnt!entrationofI柑Tand＼BECEmtLIsidnsfor

tlle.Arch.lidA(oth,Dl'L7CrisgaimpariLl'sBtltler.Masaha川 Ⅰ･r8(Ent6m･Inst･,Hokkaio

､ univ)Reeeived､A､1g.L'5,1.O52.Bolyu-KagqhlL17,88-93,一1952(･with事叫glishニrdsulmり l:i)ヽ

･17 クワゴマグテヒ~7.1)に対す る ,DDT,BiIC各乳剤 の有効濃度 に関す る考察* ∴

伊頗正春 (北海道大学 ノ′農学琴 且虫学数泉)27･.8･25受理 ,

半.こ?概要は昭和26年度札幌虚林学会大会に於て光

沢 した (北口本病市中TW究会敵軍,節36J,.195
LLl:訴輯要旨参周)三瓶 等時の考察に多少の誤 り

t,),ぁつた点を訂正,加筆した｡

8只 ､ '

Ⅰ. 緒 一 首

クワゴマ〆ラヒ トt) Dz'acyisiazwIParuJ'S】iutler

は,広 くt]本全土に分布 している｡養蚕地帯では桑の

'Pfl出として郡安視されているが,北海道においてほ準
)

l
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樹 ･桜 ･ヤチ〆モ呼,多印糊に亘る仰 n澗瀧田を加

凹･している｡木fLrHtTヒWl5.位において年1同発gミし 3

令劫火休で.加日脚 勿の椴松のニI二申拭く群をなして越 /

冬する｡地冬に先立って,3令幼山は一般に'T.T.-勅がポ

捕縄とな()柑 勿北上に群が()初める.の●C･,比のさい舛

軌こよって肪除するのが効3に的であるo

さてtrE劣はクワコ'11才ヲヒトリの3令劫火 (越冬Ll!l

TJ71)に対して DP'11･13HC の各乳剤を稀釈して班別

するに当って.その有効濃度を決定する為の理論的避

礎を統計要約に考察した｡沿談理論に基いで各薬剤の

和効改段を/7訳した｡･- ､

従来,餅祝日幼虫に対する薬効の統計学的な考怨を ′-

試みた例は樋めて少いO即ち.わずかに部 l(194S)I

が家蚕 BombyxmorlL..夜盗蛾 Ba,aEl7,aa,assl-

raeL.=化摂蛾 CIEllosimple.t:】idtler.の劫火で,.

d伯 の相違とビレトリソ.のJtti性に就いて考窮している,i

那,】実験方法 ･一桁効腔の衣'7宗法等に多 くの開祖を試し -

ている｡これは二両鱗趨臼の幼虫が殺虫剤の生物試験 ′

当な都を反映しているtとも考えられる｡しかしながら l･

捌 ミ防疎の見地からは比の悶邦の急速な克服が望まれ ･

･る｡

次に薫剤の生物試験の方法に就いても噴耕法.･投打モ

法 ･ミクpt･ペグ雌 等が●F:nTl:Y,m et･九1･(L9-3)I
T^･m t.甲… :D-&M-oTtttTS(1924),S耶 1,AnU皮

RT叩Alll)SON(1931),O'K N̂ギetal(1933),T̂ T-

Y).;RS!lTf:E･D(1934), 租 こよって考案され広く仕口は

れたが,後に多くの研究者によって批判され串ように,

それぞれ-長一krfiがある｡殊に餅物日幼虫の場合,そ

の形鼠 Lの構造や,戎 ま薬剤撒布の矧背を考軌 こ入れ

る時吉江I(1948)の為した浸打払 ,叉前記噴鞍法.･ミ

クロピペット法S/.㌔:､その適F7Jに多 くの間伽 ;ある｡

そこで雑著は薬液に段h'iしたQtat'紙に対して長時間接触 _

さもる方法を行った/. ,

木実験を遂行するに当って緋 旨違卸搬臨すさった.

北海氾大学農学部昆虫学教室の内田翌一教授.蝕に沌

辺刊.I.J助教授に対し控甚なる謝意を衣する次室町C･-ある｡

◆抑こ.柑 こ本稿の御校閲と御批判をわずらわせた);(邦

人学良学部托血学研兜pdの内nl俊郎教払 こ感謝の恋を .

訳したい｡

ⅠⅠ. 乗切の材料と方法 ･l
突放材料として仰 ､た庄山は,･ljTJ記したようにlクワ

ゴ11〆クヒ11リDL'O-'st'LH'mpa"'tl'S叫 tlerの越冬

的前の茄3令助山である｡1951年8月9日入手した-･,

叫 と大 ･瓜!芦印の内田ifr 教授が鵡JTi村 (北村;'a･

口芯地ガ)の油穴!砂防防風林を構成してレごろヤ･7'･

'F'その即純椎よ!Hi.JJSされLF=もd)｡

節 .17幼

木稚め 劫火約600頑を内径 20cnl,撫さ 6･5cm:?

腰高シヤーVを用いてJ室温 150-2QoC,湿度 90%

汰.H.以上で飼育したo食餌としては北大構内に白,

生するヤチデモの柑A13'を小枝の腿で与え,実験前遷略

5円に｣蛇の刑合いでAWrL串 ｡.実験に用いた容辞は-

内筏 8cm,き無さ1.5cm のぺrト川1であ8-0その席

にaL6液を泣した径 8cmlr)別 納モを放いた｡供託薬剤

は出1.本'tTn深技術研兜釈放定流みの市紗化学兜の20%

l)ⅠJT乳剤と,≡非化学灘の r-I3lICIO% の乳剤を

用いた｡DDT･BHC各乳剤共に,蒸溜水 ldl.当り,

原液を ユOmg･･8mg:I6mg･,4mg･･'･2mg･･Omg..

(対照)の希培姥の発液を調製Lf:-oその薬液を卵 cm,I
潔 さ 15cm のガラス瓶に入れ;ヤそゐ巾に円形浦枕を

10秒rLu投訳して複式T3液をきって,＼生乾5･のま 掛ゝ こ実

飲用ぺトリ皿の底に軌 lた｡その中に各区2O頚の幼虫

を放ってEか拭 亡加数を数えた｡約,市区弗2例のべ

トumを用い;両者の死亡率を平X･)してその区の死亡

率とした｡▲ l

実験条作は -SM ･;L･･川 l･良 RtLl･t.̂･tt洲 N (lUJl),

FLTnlIh'O& 1叫 Jr':‥-i(1034)I CM ULl･um-Jlrlw 'N･

(1938),大沢 ･F<沢 (1947)等の相 加こA:i-､て,供拭

昆虫は実験前24時l'Tu地先させ,突放中は 26oC,90-

100% R･lI.のfTiuTA.trL佃を作った｡出花の判別は群

也(1918)が一淡衣 ･絃‡益蛾 ･二化収馳 こ対して窄めJC.I
投荷沖 ,即ち〝如仙 こ血娘しても完全に動かないもの′

をもって托虫とJL倣し,それ以外の授階は.全て生朗

とし七死亡率を訊 lル た｡

､●泉切ミに対する分析tt llH･qS(1934)の●1'1･01)it変

換淡を孤捉l･.の拡増とした｡面ち芥鋭測時t.'u祖 こ黙出

.一死亡率曲悦と,それに兆く命同局LTj松波に方程式を:､

淡め潤 に外出税の適分粒をIT2-testtSよって判定した.

それによって和恵性のあった同情Jf主税のみを基執 こし＼

て大沢 ･長沢 (ltJ47),河野 (1951)等によって元さ′F
れた右効鹿未読欄 する宗独 占数倍右もとめ,その数

柑 こよって∴有効鴻旺7)考察を試みた｡.拾各回宿直枚

の誤述耶邦を附記した｡

1IT.異句の結果

A･DI)T乳剤の場合 tZ:駅によって;):められた各

覇卿 11t瑚Euの茄並一群亡判uJ帆 ま節i図に7T;ナ飯である｡

墾 図の紙卿､ら茄出一死由 ち曲伽 ;観測融 によっ
て著 しい変遷を戻し,部分的には効力の逆転すら見ら

れる等榔判るolJ､しながら,⊥応 BfーISS法の坂本

的な仮定原則(河軌＼1951),即ち有毒物質の丑亘対す

る昆虫個体の感受性が確率分布 (正観分布)する弘 一亡_二=⊥
また詰物の刺戟効風域蓮の増加にしたがつ:C対数印

増加をするこ と,等に基き各戟測時間毎に死t率を

Probit_に変換し,黄fLuLを対数位とした同宿田相を求

枯たひ弛 こ希回WJ式と,そ､のXZlteStの頼凪 2P の

I 8U l
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一

0 之 . 4 丘 ち

.concもntration(mg./dl.)
10

parametera及び 1,.の各胎教 抵抗性の捜弛焔準

(bの逆数,叉は S-で表す)等を示した｡一それが茄

.1;Rである｡

' 筋 1-A.の結果を見ると罪串一死亡率回同直税は祝測

･時間によって明らかに有意性が大きく変化している｡

･本実験に串い七は概ね親測時間の前期に有意性の掛 ､

番を戻しを｡鼓も帝かった亘は3･.串時間後であった｡

次に有意性のあった2時間後と3.5時間後に於けろ

陶磁底松を基にして TRl?VAN(1927),大沢/長沢 (i

947),河野く19,51),-等によ?て定義された有効圧に田

'する諮giの数供を求めれば第2炎の校である.

約2炎の結射 こよると当然の毎ながら親側時FLiJの迎

いたっJLて東効が変化すメ亘 とカ子わかる～.i.Pち2時別
･ 後と3･5時間後を比較すると,50%死亡率(MLD)を

I-L慨 とした中火絶対有効碇では大益ないが,殺虫偶串

-の位を加味した絶対瀬効賂 並に9070死亡典故A(Ll)-

99)について見ると後者の方が遍に薬効が拓くなって

FJ'g･-1:Thedosage-mortalityーCurVeSOLI)DrllemulsiononD･F'm.PariZl'sateachobser'vation･

'･▲ ittl'U･5hours,.△Lat.25･5hotlrS,ー● at.22･Ohours' 0 at5･5hours,
O at/3.5hours, ㊥ at 2.0hours,OTat I.0hollrS,

･TableI:･Summaryofdata. (DDT)-

RegressionEquation

yとa+b (Ⅹ一元)

Significant-
P(ro℡)-7.815

(α--0.03)

YEi6.404+7.6'27(Xl0.843)

Y亡5･15O+l†341(Ⅹ-0･_653)

Y;=5.385+12.967(Ⅹ-0.683)

Y=5･445十5･078_(X7-0･662)

Yi=5･_921+0･177(孝一0･595)
Y-uI459+6Ai-1(.i-OI･706)

Y去6.656+a.905.(Ⅹ｣0.536)

Table2:StatisticalvaluesodtheetlectivelleSSOftもeDDT-eml】lsion

StandardDeviationofStlS.CePtibilitテ

EtfiliencyoLtheInsect-killing

Inde_xoLtheMedianLethalI)ose

Ai-edinnLethal.i)use(MLD.)I

lndex▲of′tbeLethalDose199% ､

LethalDose-9U,'!'(LD-99)

IndF.AOfthe_芦ffecliveLethal~Do芦e

EffectiveLetlialDose_くF･Ll))丁ヽ_ ､
MedianrAbsolute~DegreeofE爪ctiveness

(S)
(i)
(M)

(m-log-1M)

(M')_-

(m'=log~lAl)/I
(D--M+3S)

(d-log~1D)

(e｡-去×1006)

(e=去 ×lOOO)
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いるのがわかる0 .

.帆 阿即 湖 の誠凸恥雅を示せば耶柑 壬の枝であも＼

約3兆ゐ約月ミからmziY瓢 相は3.6時凹版 の方が2時

r糊貴よt)fLl.きが人いことがわかやo

Table3:ThertdllClItllimitsoflhc､ .

rcgressionlines(DDT'-emul.)

/刃･BEC乳如 場合/溺 験にlよって求められた各

観測時間毎の燕丑 一死与率曲粗描 2図に戻す酢 あ

る｡第2図の結邦から,本薬剤の弟出-死亡琴曲Sh'!･も､

やltり時間的に変動し.部分的な効-J)の逆転なども見

られたが..Dii1･乳剤の時と校べて変動 も少く,比の

暁蛙範田では一般にそう効力に大きな益がない雑を京

している枝である｡

Idiに此の枯男壬を Prohitに変換し阿慣式.同情租税

並に此笹に関係した詐欺肌を示せば,範4●炎の飯せあ

/Jo

0 一.. 4 6 8 10

CoT)CCntrこItion(mg./dl) ㌔

FLg･2:Thedosage-mu.tarity lcIJrVLLS

or111IC emulsionon i)..;〝EParJ'Zl'S.lt

eachobservat王ムr).

Table4I:Summary.of,data (liHC)

節4炎?結果を見る′と DDT 乳剤の場ALと校べて

全般の和恵性は拓 くなって,.LL恒Ⅰ慌Fl税の械斜がゆる

やあ､であった｡舵 も如意伽 ;即 ､つたの.i,22.5ll.5TEU

技の刑†訊rI相であった｡

次に'JJ'憩作のあった命馴 IIP引'Tn土放ける回即 l税を

J.tiにして,rJfJ記'IJ'効蛇ノ練 に閑 卜ろ諮邪の削 化を求め′

れば約5･Jiのようである｡ 一

節6､･炎の拙Hミによると,やはり時Tif)の推移につれて

茄効が変化し.先般机に時間の応掛 二つltて増大の柳

伽 こあ7iが,貴弘脚総の変ね こ伴 う死点率の東化率が

粥いの:C･.MLT)や Lt)-9(). 地にそれらにおく小火

絶対1J'効舷やW･'!対1J-効姥などが断層的な変化を示す｡-

･桝.川愉Tl'税の誤ziir･!恥相を'-1-.･せば約6炎のよう●(I.あ

る｡ ･

卯G･Jiの紙iJミから埠?.'亨するに.誤丑別辞は銃刑時けり

によって区々ではあるが,.拭ね L'2･5時ril股 を除いて二

7･5時間後 .<12･5耶 1校<25;5時間後く31こ5時間

後とゆ う具合いに時間の窓過l羊つれて,大きくなる傾

向を示した｡

ⅠⅤ.､考 ′轟

DDT.殖 C暑乳剤共.その孟す素量 丁宛亡率曲

税の締 r学的託けアlが奄新札時間によって大きな変異を

77.･したが.比の様な如実:ま=utfLU(llJ舶), fLIJ野 !内川-

(1!J･-,0)等によって指摘されていた叫である｡柑 こ部 1
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Table5:StatisticalvpaluesontheeLrectivenessoEtheBHC-emulsion

7.5hi. トノIL,.5 hr./ l 22:5 hr. l･25.5Lhr. I 31.'5hr.

( )鞍 FofOtherdetailsseeTable2･

/

Table6:ThefiduciallLimitsofther甲ressionlines (liHC-emul･)

だ芸a/gf. I .at7･占h_r/ .:Iat 1ゝ2･5hr･ at22.5hr. I at 25.'5 hr. a_i31.5 llr.

tt,'脚 S:Tii】Elの成班をとるかが開祖である'と述べ.

攻込蛾に対ナるビレ,11リ</剤の効射 こ関する結果をも

って紙h p･6-1日後で拝不安定であり. 1･5-2EI

枝が盟卑しとしているが,此れは一例であり',班tfJ薬

剤の地肌 供託戊iliの柾gt等によっても当然知ってく

･るので.'その都腔決tjE!.すべき性史のものであるム_しか

も成可く結光の正也を糊するためには,希観測時FhrJ毎

にlnj稲直税の~が-testを行い.もっとも和歌性の高

かった図倍直線q)位を中心として綜合的に判断するの

が良いと思 うO叉,河野 ･内亡印まp死亡率の Probit

の仙 こ対し 素意の対数値をとちた場合には観測時FLlLJ

の舶糊にイ)･%性が掛 .n･と述べているが.堆め 出光

I.Cは DDT.乳剤の切介.Lや ヰゝのような械向を元し

たが,･.lmC乳剤7)場合には不明確であった｡'_

さて.比等の問題を稔耗叩 こ考察して見る'と.例え

-は PDT乳剤における3;5時間筏の向屈直税の誤遊

限界や,BHC乳剤における 22･5時間後の固滞在脱

のそれを見る時,或 ま両乳剤共に曲祝の逆転部が時間

的に1つの親別的な過程をもつ_て変化してゆくように

見える事実等を考察する時,Br･TSS法ゐ根本をなす昆

虫の光剤に対する抵抗性7)確率論的な仮定既仰 こ対し

て.その適用範甲を含め,今後-Cに基嘘的,.tJ舶 故的

な研究が望まれ､る｡ ･, ､

Lr_)

､ 輩者が第2袈並に約5表に於て戻した-ll-効放出,71に

関する講項の数他 まその益雄となった初志性のあるかjJ

L将直伽 抄 あ､つた?_TCT,比?輝男をもって剛 を諭げ

一､一る串は危険のようにも思われるが,･小犬絶対助蛇にお

いてt羊 BHC･の場合 (DDJTの場合は現著な並が止

られなかったo),.叉絶対有効圧においては弼見知 t.特

別の超過と鞄と増大して行っている21f･.も A!に耶 =Jl

地に弟G荻に於て示し牢固稲田税?誤差配如 ;IpJiLi'
時間と粕 こ大くなvjで卜る (lMC乳剤の.}2T･･･5榔1
後に放ける給架のような十部の例外を除いて)雄琴t.
共にi今後布効度表示法に関して史に進められるべき

研究の方向に,-?の閲抱を提起している様に考えら

,れる.---_

1実験方改そのものについては,一比較完敗を打つ七い

･ないので決定的な批判は益し操えるが.剛域に放ける

,発剤撒布法の実情を考え､る転 従来多く̀行なわれたBi

体の養液皮紋法は不自然と思われる節が多く,.やはl)

今後柑 こ餅親日tB虫の特殊性を考血ころれた糸剤.の出

物試験法が案牡さか･るべきであろう｡

Ⅴ.要 約

･1･一本研究は3,'ヮギアデラt=,1.リP･iT"ba,･'lisの飢

3令幼虫 (越冬宙酌)を用い,DDT及び.lHiC

･軍L剤の符濃蛇折液に長時間接触させ⊂統計学的に埠
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解したものである｡

2.}解析は Dlissの Prol'lt【淡を川t､細られた何店

円板の'JJl悪性をXLtestによって判r'ji!した｡和悪性

のあったけ窃放のみに兆いて,大沢 ･長沢 (lt717)呼

によっ{･177.1されたTJ'効躍如'T.･に関する打甥の捌 r仲

淡め.その廠他を時間的に比較老若写した｡~

.i. 舶兜を見ると,DDT.TIIICの弼乳剤JT.1･.班湖畔

剛いこよ･つて阿町瑚塊の有意性,茄効 く前記,初効皮

訳読法によって示された数値).誤差限界など,統計

rJJ･)許数Tlfが著しく典るので,有効泣圧の決淀に当っ

ては,蹴測時間が充分に考駐されなければならなしIt｡

4: 禾実験においては DDT･ImC布乳剤共岬 0時

間以内に卜令放任共に 85-9O,･i比 L..の死亡率を,FIJ･'7

えたC.,

l
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7ミdsumd -

･ Tcstl'叩 theinsecticl'dalcfrcctsorDT)T.lnEl

r̂ctli(Imoth,Di〝cTisl'af'wlPL7rfLl'sJlutlcr.49in-

sectswerekeptonthe仙crpaper.whlcTt'llやrf･

,permeatedbeforehandI)ythevariousconCent･

raiions(0･2,4･6,SandlOm草･PCr1dl･ofdi-
stilledwater)oftl!eemulsions･

AnalysisLWer_emadebyBliss'sProbitmethod

(1934)aridthe二触 ≠Ssofthelfegressionlines

obtainedexperimelltallyweretested･byX℡･

Regarding thecases-when the regrespioTl

lineslv･erestatisticallysigni鮎ant,thee鮎ctive
conecntration of1)DT and~DITC emlllsionsl

totheArctiidmothlVerejudgedhythestatis二

ticalindices.stlChastheahsolutcdegreeor

effcctivでne'ss,etc･(seeTablelltlndV)A･,ih王cTtI
hal,ehecnproposedI)yOhsalYtl良Nngasawa

(i947). ､

Tht≦6duciallimitsofI)leregressionlines＼
Werealsoealuculatcd.ThestatlstJc.llindices

in:t'heregressionlinesofthedosagemortality

relationsareverydirrcrcntinc･lChohservatioil

lrhichditrersthedurationafterthetreatment.
I

･Themortalityrenchcstothevaltlehigher

than80-90･percent,when thetimeelapses

;tpproxihlatel女30houseafter･the treatment
withDDTorB‖C.

OntheknockZIownEff占ctoftheL!-d1-transIAllethrinPo女dertoAdtLltsoftlle

Common EotlSefly (MuscadPmeSLicaL･)･JSttldJ'eS_OntheZLiologJ'calAssay of

lnsecticideg.XXI.SumioN̂ cuŝŴ (TakeiLaboratory,Inst-itutc.for ChemkAI

Research,Kyoto University.Takatsllki,Ohsak左).Received Sept.1,1952･BotylJ-

fCagahtL17,93一札 1052･(with】てngl王shresl･1mや'99)･,

18-α-dl-tran81AllBthrin 粉剤のイエ,i_エ成虫を落下仰乾せしやる効力についてO,

殺虫剤の生物試験にかんす.る研究o弟91顎｡ 長嘩 挟 (京都不学化学研琴肝武鹿研究岳)･I
L)7.9.1受珊′ ･

1.●措 言

わが同における除虫熱は,現在その大部分が家艇JIJ
の投出剤に洞門され,袋蒸その他にもちいられるのは

ご'くわづかである｡このような神灯から判由の才i効性

は対象昆虫の終局における致死そのもの'よt)･も.仇郁

の麻押過和である致落下仰法の道連によって判定しよ

うとする剛 がつよい9除虫-gHJ･効成分のdとつめ刑

緑化介抱'毒ある all占ih,in の･fJ･効皮の判定も1.また

この見地からなされることが,本邦のI製造菜老からは

繋求されてし､ろ｡

P:i


